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NRIとcBCTの画像よりそれぞれ水平方向 (Ⅹ),垂直方向 (Y),矢状方向 (Z)の3方向に
ついて計測し､実測値との平均誤差と平均誤差率を求めた｡その結果､本研究の撮影範囲内
であれば､大きさや配置による誤差に､有意差は認められなかった｡
3)乾換ヒト下額骨に関する検討
CBCTの計測値､MRIの計測値､デジタルノギスによる直接計測値に対して､各値の間での
平均誤差と平均誤差率を求めたoその結果 CBCTとMRIの平均誤差(皿皿)､平均誤差率の範囲
は-0.84mm(SD0.28mm)から+0.39m(SD0.19mm)､-0.82%から+0.67%c MRIと直接計測ではそ
れぞれ､一0.37mm(SD0.llmm)から+0.62皿(SD0.24mm),-0.62%から+0.73%｡CBCTと直接計測
ではそれぞれ､-0.29mm(SD0.07m)から+0.35mm(SD0.10mm),-0.32%から+0.41%であった｡
なお､MRIとCBCT像での比較においてコンデリオンと下顎前歯切端間の距離で有意差を認め
たが､他の26項目は有意差を認めなかった｡
研究2
1) 生体のNRI画像より構築した3次元硬軋撒画像
MRIデータにより再構成した顎顔面骨の三次元像では､上顎骨の上顎骨前壁､鼻腔側壁､
頭蓋底の一部などの厚さ1mD]程度の薄い骨は描出できなかったが､成長の計測に必要な基準
点を含む硬組織は描出されていた｡
2) 顎顔面骨の精度に関する研究
被検者3名のCBCTとMRIによる三次元像で計測した13項目の直線計測値の比較の結果か
ら全体の平均誤差の範囲は､-0.58から+0.49mm,平均値は-0.02m (SD,0.23mm)､誤差率
の範囲は-0.63か ら+0.51%,平均値は0.OO米(SD,0.28%)が示された｡また､計 39項目の
直線計測値のうち,4項目を除いて､MRIとCBCTの三次元像での計測値には統計学的に有意
差を認めなかった｡
結論
今回行った旺RI輪郭強訴法により､簡便な方法でMRIデータから寸法精度の高い硬組織の
3次元的形態を再構成することができることが示された｡また､生体顎顔面骨においても､
薄く複雑な形態を呈する硬組織の三次元的な形態の描出は困難であったが､骨形態の評価に
必要な主要な基準点を含む骨組織の描出は可能であり､また､その画像にて行った基準点間
の距離計測値の寸法精度は､CBCTでの3次元像において計測した値と有意差は認められなか
った｡
以上の結果は､MRIデータで再構成された3次元骨組織像の臨床応用ならびにその像上での
計測値の臨床での信頼性を示すものであり､今後の歯科臨床におけるMRIによる顎骨成長の
評価-の可能性が示されたものと考えられる｡また､このことは､患者-の被曝機会の軽減
ならびにNRIの持つ軟組織の診断評価能を含め､歯科診療での画像診断の可能性の拡大に結
びつくものと考えられた｡
学位論文審査結果の要旨
顎顔面骨の形態や成長の評価を行う歯科領域において､複雑な構造を示す顎骨の実態像の視覚
化を可能とした近年のCBCTの開発は､診療室単位での3次元的診断の普及に拍車をかけている｡
しかしながら小児歯科や矯正歯科領域において成長期での骨形態を経時的に評価する上では､複
数回の据影が必要であり､それによる被曝量の増加は避けられない｡そのため､被曝がなく生体
-の安全性にすぐれているMRIによる3次元的な硬組織の描出と特徴点の計測による形態ならび
に成長の評価が望まれるが､いまだ､体系的な方法は確立されていない｡
本研究では､今回開発したMRl輪郭強調法により､乾燥ヒト下顎骨とアクリルボールのMRIデ
ータから硬組織像を3次元的に再構成する手技を確立し､その精度についてCBCTでの再構成像と
比較を行った｡また､生体より得られたMRIデータから再構成された顎顔面骨の3次元像での骨
形態の分析手法の臨床-の応用の可能性についても検討を行ったO
その結果､簡便な方法でMRIデータから寸法精度の高い硬組織の3次元的形態を再構成するこ
とができることが示された｡また､生体顎顔面骨においても､薄く複雑な形態を呈する硬組織の
3次元的な形態の描出は困難であったが､矯正歯科診断に利用する骨形態の評価に必要な主要な
基準点を含む骨組織の描出は可能であり､また､その画像にて行った基準点間の距離計測値の寸
法精度は､CBCTでの3次元像において計測した値と有意差は認めなかった｡
以上のことから､脈Ⅰデータで再構成された 3次元骨組織像の臨床応用ならびにその画像上で
の計測値の臨床での信頼性を示すものであり､今後の歯科臨床におけるMRIによる顎顔面骨成長
の評価-の可能性が示されたものと考えられるCまた､硬組織の3次元像の構築のみならず､MRI
の持つ軟組織の診断評価能を応用することにより､歯科領域のみならず頭蓋顎顔面領域での新た
な画像診断 ･応用-の展開が期待できと考えられたO
よって､審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
